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論文内容の要旨
1.研究目的
過去三十年にわたって、パイリンガリズム、特に、パイリンガノレ幼児の第一言語習得に関する
様々な研究がなされてきた。本研究はその中でよく議論されてきたテーマの一つであるコードス
イッチング (Code Switching、以下 CS) を研究対象として取り上げる。 CS とは、ひとつの発話内
で言語コードが切り替わることをいう。 CS 発話は一見ランダムな振る舞いをするように見えたと
しても、実際には普遍的な形態統語論的制約に従うと考えられている (Muysken， 1995) 。その制
約を明らかにするため、異なるパイリンガノレ発話コーパスに基づいて様々な仮説が提案されてきた
が、いずれの分析にも限界があり、反例や反論も多L、。また日本語と中国語の CS を扱っている資
料や研究は非常に少なく、先行研究の分析が他の言語を話すパイリンガノレ幼児にも当てはまるかど
うか、検証する必要がある。
本研究は日中パイリンガル幼児を研究対象とし、言語習得の初期段階における CS の言語的制約
を明らかにすることを目的とする。特に、 Myers-Scotton (1993) により提唱された Matrix
l 
Language Frame Model (以下 MLF モデ、ノレ)をめぐり、これまで検討されることのなかった日本
語と中国語の CS データを用いてその普遍性を検証するとともに、理論の一部修正を通して、有効
性の向上を図りたい。
2. 理論枠組み: MLF モデル
CS における言語的制約に関する先行研究が最も多く依拠している理論的枠組みの一つが、 MLF
モデノレである (Myers-Scotton, 1993, 2002) 。このモデノレによれば、バイリンガノレ CS の特徴は非対
称性にある。まず CS を構成するこつの言語が基底言語 (Matrix Language, ML)と埋め込み言語
(Embedded Language, EL)に分けられるという点、さらに形態素が形態統語的なフレームを作る
システム形態素とそのフレームに挿入される内容形態素に分類されるというこ点における非対称性
である。なお ML は次の二つの原理によって同定される。
i )形態素順序原則 (Morpheme-Order Principle) 
ML+EL 構文において、語順は ML に従う。
i )システム形態素原則 (System-Morpheme Principle) 
ML+EL 構文において、システム形態素は、 ML から導入される。
さらに近年、 MLF モデノレの補助モデノレとして形態素を以下の四つの範轄に分ける 4-M モデノレ
(4-Morpheme Model)が提案されている。
(a) 内容形態素 (contentmorpheme) 
例:名詞、動詞、形容詞、前置詞・後置調、談話標識
(b) 早期システム形態素 (early system morpheme) 
例:限定詞、人称、性、数
(c)ブリッジ後期システム形態素 (bridge late system morpheme) 
例:補文標識 (that) 、 (NP) ザ (NP)
(d) 外部後期システム形態素 (outsider late system morpheme) 
例:一致標識( 3 ベ sg. -5) 、屈折、格助詞、接語
(a) の内容形態素は意味役割の付与に関わる形態素である。 (b) の早期システム形態素は (a)
の内容形態素に依存して賦活化される形態素で、言語産出プロセスの中において (c) より早めに
処理される。 (c) のブリッジ後期システム形態素は句を連結し、より大きな構成素を形成する。 (d)
の外部後期システム形態素は項構造や一致関係などを表示し、このタイプのみシステム形態素原則
により ML から導入される。
パイリンガノレは二つの言語の語葉処理をしながら、適合性のチェックを行う。 ML の形態統語フ
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レームと EL の形態素が充分に適合していれば、 CS ははっきりと現れ、不適合であれば、 Blocking
Hypothesis (Myers-Scotton, 1993 : 120) によりブロックされる。適合性が不充分であれば、三つ
の妥協方略が使われる。後述の EL 島がその一つの例である。
従来の CS 文法理論は、表面構造に近いレベノレで CS 現象を捉えていたのに対して、 MLF モデル
は言語産出理論に基づき、抽象的なレベルで CS への制約を考えている点に特色があり、最も多く
+食証されるモデノレになっている。
3. 研究方法
3.1 調査対象
本研究の対象は 2~5 歳の在日中国人パイリンガノレ幼児三人である。言語環境としては、自宅で
は中国人の両親が中国語で対象幼児と話すが、三人とも日本の保育所に通っており、言語習得の初
期段階でパイリンガノレになった。その結果、対象幼児は日中間言語を併用し、 CS がそれぞれ異な
る頻度で起こっている。
3.2 データの収集、文字化
IC レコーダーで、対象幼児と両親などとの自然な会話の録音を行った。一人の幼児 (XIN) には、
2: 1 歳から 4;0 歳までの二年間にわたって、ほぼ220時間のデータを収集した。必要に応じて録音
だけではなく、手書きのメモも利用した。その中からおよそ 24時間の録音を選び、 CHILDES
(MacWhinney , 2000) を利用し、文字化を行った。他の二人の幼児には、それぞれ47時間 (2;9 
~ 4;0) と 15時間 (3;9~5;0) の録音データを収集した。文字化はランダムに行い、 CS が起
こる頻度は対象幼児 XIN と比べて低く、構造も単純であった。従って、以下の分析は主に対象幼
児 XIN からの24時間のデータに基づくものである。
3.3 研究課題
MLF モデノレを日中 CS データで検証する際に、次の三点が問題となる。
i )対象幼児の CS 発話からどのような定量的分析結果が得られるか。
ii) パイリンガノレ幼児は日中両言語における語順不適合をどう処理しているのか。
i )日中両言語に多い助詞が、 4-M モデノレでどう分類されるのか、そして助調の現れる CS デー
タが MLF モデノレに従っているのかどうか。
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4. 分析結果と考察
量的分析4.1 
に見られた cs の数は2434であり、主たる分析対象である幼児 XIN の発話 (24時間のデータ)
発話全体の29.7% を占めている。 cs が起こる頻度は他の研究のデータベースと比べてかなり高い。
対象幼児が 2 歳から 4 歳までの24ヶ月における cs の割合は図 l のように推移している。
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図1. CS の割合と年齢
語順の不適合に関する考察4.2 
膝着語の日本語に対して中国語は孤立語であり、語}II買もそれぞれ主要部後続 (head-final)型と
その語順の不適合主要部先行 Chead-ini tial)型と異なる。パイリンガノレ幼児は日中 cs において、
をどのように処理しているのか、 MLF モデノレの原則に従っているのかを明らかにすることが本考
察の目的である。そのため、語順の不適合性が最も典型的に現れる構文、すなわち否定文とコピュ
ラ文に焦点を絞って考察を行った。
表1.日本語と中国語の否定文とコピュラ文
中国語日本語
bu-/m駟 (y?) + NP 等NP 等+ナイ否定文
sh? + NP NP 等+ダコピュラ文
b?sh? NP NP 等+ジャナイ複合
三つのグループに分けられる。一つは語順のこの二つの構文を含む cs 文は 107タイプがあり、
4 
不適合性が高いため、 CS がブロックされるタイプである。例文(1)は、否定辞が日本語では述語
の後に現れるのに対して、中国語では述語の前に出現するため、否定辞と述語の聞の CS がブロッ
クされた例である。(以下、発話中の日本語はカタカナで、中国語はピンインで表記する。)
(1) コレ b?xihu縅. (08011900) 
not-like 
「これ好きじゃない」
二番目のグループは EL の内容語が機能語なしで ML に挿入される場合である。この時、形態素
順序原則 (MOP) により、語順は ML に従う。
(2) コレ mèimei 夕、\ (07091500) 
younger slster 
「これ妹だ」
最後のグループは EL の内容語と機能語が一つの単位として ML に挿入される、 EL 島という妥
協方略 (Myers-Scotton， 2002) が使われる場合である。
(3) xi縊-d?gw?shu?i瀰 -le ジャーナグーヨ.
D 1M -animal sleep ASPECT 
「この子たち寝てないよ」
以上三つのグループはそれぞれ図 2 のような割合で出現している。
図 2. CS 否定とコピュラ文における三つの割合
(08021200) 
このように語順と文法範鴎における不適合は EL から MLF への挿入という枠組によって解決で
きることから、 MLF モテ、ノレが支持される。
4.3 助詞に関する考察
CS における文法的制約は本質的に機能語或いはシステム形態素に関する制約だと考えられてい
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る。日中両言語では特に日本語には助詞の種類が多く、機能語の中で主要なカテゴリーになってお
り、対象幼児の発話データの中でも助調に関わる cs が数多く観察された。しかし、先行研究が扱っ
ているパイリンガノレコーパスは主に印欧語族の言語であるため、助詞が少ない。そのため、本研究
では助詞に関する考察を重点的に扱った。以下では助詞をいくつかのグループに分けて分析結果を
説明する。
4.3.1 助詞の分類
日本語の助詞は格助詞のように文法関係を示す助詞だけではなく、談話における話者の態度など
を表す助詞も多L、。この論文では、まず機能に基づいて、助詞を文法的助詞と語用論的助詞の二つ
のグループに分けた。文法的助詞には格助詞、後置詞など文法構造に関連する助詞がある。一方、
語用論的助詞は話題標識や焦点標識などの談話標識、文末助詞など発話に関連する助詞である。全
ての助詞は拘束形態素であるが、異なる言語の内容語と共起する頻度はそれぞれ異なっている。文
法的助詞は、日本語でも中国語でも、他言語の内容語と共起する頻度が語用論的助詞より低かった。
この結果は本研究の結論、即ち、日中 CS における言語的制約に関わっていると考えられる。
4.3.2 格助詞と後置詞
格助詞を含む CS 文を取り出し、分析を行った。各 CS 文の ML は表 2 のとおりであった。なお
ML は 2 節で見た形態素順序原則とシステム形態素原則で認定した。
表 2. 日本語の格助詞を含む cs の ML
格助詞 CS (type) 日 ML 中 ML ML 認定%
ーが(主格) 25 25 。 100% 
ーを(対格) 8 8 。 100% 
ーに(与格、所格など) 59 57 2 96.6% 
ーの(属格) 38 36 2 94.7% 
(4) zh? -g? ーを shui に λれで (29-MAR -2009) 
this CLASSIFIER water 
「これを水に入れてJ
このことから、日本語の格助詞は4-M モデルの定義通り外部後期システム形態素に分類されると
すれば、 MLF の予測どおり、 ML が日本語の場合に導入されることが説明される。
中国語の外部後期システム形態素には、動詞接語“得 de" がある。
6 
(5) ch瀟g -de- じ J ラず. (24-FEB-2008) 
smg 得 -CLITIC
「上手に歌った」
つぎに、日本語の後置詞「で J (所格)、「と J (随伴格)と中国語の“的 de" の ML 認定に関す
る分析結果を表 3 に示す。
表 3. 後置詞を含む cs の ML
後置詞
ーで(所格、具格など)
ーと (随伴格)
ー的 de (修飾辞)
CS (type) 
24 
56 
67 
?‘UN
一
}17
『
4
一(‘
qtuqu
口u
一 中 ML
15 
25 
28 
ML 認定%
37.5% 
55.4% 
41.8% 
(6) じゃ m緡a xià-miànーで k瀟-sh? ?? (08101700) 
mom underside read-book ok 
「じゃ、ママ、下(ベッド)で本読むの、いい?J 
後置詞「でj を含む句は文の付加部であり、 EL 島をなして中国語の MLF に挿入されると考え
られる。また、日本語の「と J は中国語の“的 de" と同様に、必ずしも ML から導入されていな
いことから、外部後期システム形態素ではなく、機能から考えてもブリッジ後期システム形態素に
分類されよう。
4.3.3 文末助詞
文末助詞 (SFP) は日本語にも中国語にも数多く見られ、両言語に特徴的な助詞である。本論文
では文末助詞を含む cs 文の分析を行った。観察された日本語の文末助詞には「ねJ I (だ)よ(ね)J
「だって j などがあり、中国語の文末助詞には“了 le/地 la" “日巴 bα" “H尼 ne などがある。それ
ぞれの出現数を表 4 に示す。
表 4. 日中文末助詞を含む cs 文
合計
Type 
188 (1311 57) 
(69.7% 1 30.3%) 
中文末助詞 CS日文末助詞 CS
合計
Type 
101 (961 5) 
(95.0% 1 5.0%) ML 認定% ML 認定%
188タイプの日本語文末助詞の中で、 69.7% は ML は日本語と認定されたが、残りの30.3% は例
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(7) のように ML がはっきりしなかった。
(7) k瀟 -b? -ji瀟 r駭 -le ね
look not see people SFP-ASPECT 
「だれもいなかったね」
(07061700) 
一方、 101タイプの中国語文末助詞の中で、 95.0% は例 (8) のよう ML は中国語であった。
(8) méiyóu :/o-ヂ1: chI・ya. (08042800) 
NEG eat-SFP-softening 
「お手てで食べないよ」
以上二つの結果から見ると、中国語の文末助詞は ML である中国語から導入されているのに対
して、日本語の終助詞は ML との関連が少ないことがわかった。
4.3.4 談話標識
談話標識に関しては機能により二つのグループに分けて分析を行った。一つは話題標識「は」、
焦点標識「も」、間投詞「ねJ I さ」で、もう一つは補文標識である。前者の談話標識を含む cs 文は、
標識が付加されている部分とそれに接続する部分から構成される。文全体の ML は接続部分が日
本語で現れるのか中国語なのかで認定される。それぞれの出現数は表 5 の通りである。
談話標識 接続部分
「は J I も J Iね J I さ J 222 
表 5. 談話標識を含む cs 文
日本語
126 
% 
56.8% 
中国語 % 
96 43.2% 
談話標識を含む CS 文の中で56.8% は例 (9) のように標識のない部分が日本語であり、 43.2% は
例(10) と(1l)のように中国語である。
(9) b疂-s? -de -ﾐ L で~ • (08071400) 
white 的
「白いのもしてよ」
(10) d? -de g?-w縅gw縅g- f;i • hu勀i? -le -ba. (5-]UN-2008) 
big 的 dog go home ASPECT SFP-solicit agreement 
「大きい犬はおうちに帰ったんでしょ」
(11) táozi ーさち J っ é -~. y?de ti疣. y?de k白 -ma. (08091500) 
peach some sweet some bitter SFP-assertive 
「桃はさ、ちょっとさ、甘いのも苦いのもあるよ」
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もう一つのクツレープである補文標識には、例えば、原因を表す「から」、条件を表す「たら J Iな
ら」、引用或いは条件を表す「と」、並列を表す「で」がある。これらの助詞を含む CS 文は複文に
なるので、文全体の ML 認定には二つの単文が日中間言語のどちらで現れるのかを見なければな
らない。単文 I と単文 II がそれぞれの言語で現れる数を表 6 に示す。(単文 II は文脈により省略さ
れる場合もある。)
表 6. 補文標識を含む cs 文
補文標識
「から J Iたら、なら J I と J I で」
一一一
IH
日本語 中国語 なし
55 (57.9%) 40 (42.1%) 
43 (45.3%) 34 (35.8%) 18 (18.9%) 
補文標識を含む CS 文はいくつかの例として (12) (13) (14) のようになる。
(12) k緤-d鈩g 
turn on-light 
L !j: いと sheí y? k瀟-b?ji瀟. (22-J AN-2009) 
who also look-not-see 
「電気をつけないと、見えないよ」
(13) t瀛y疣g m駟y? ch?lai ーから shuìjiào -ne -ba ? (1-JUL-2008) 
sun NEG out-come sleep Question SFP-solicit agreement 
「お日様が出てないから、まだ寝てるの?J 
(14) B縊bao k瀟-sh? -ne -;がら- ~ • (30-APR-2008) 
1 read-book SFP-response to expectation 
「私、本読んでるからさ」
表 5 と 6 の結果から、話題などの談話標識を含む cs 文はかなりランダムな振る舞いをしている。
これらの標識を内容語に分類すれば、問題は解決するかもしれないが、性質や談話の機能から考え
れば、それは難しい。従って、例文 (10-14) の ML 認定には問題があり、後述するように、 4-M
モデノレの再考を促していると考えられる。
4.3.5 時制・相標識
以上三つのグループの助詞以外に、テンスとアスペクトなどを表す助動詞についても触れておき
たい。日本語では動詞の屈折変化形態素である「た」や「て(い)る」などがある。中国語では動
調の接語化する助詞“着 zhe" (DURATIVE) と“泣 guò" (EXPERIENTIAL)がある。しかし、
対象幼児のデータから観察されたのはこれらの助動詞が常に例 (15) のように同じ言語の動調と共
起し、 ML から導入されることが分かった。
一 9
(15) d?de xi縊-y?
big- 的 DIM-五sh
fif L - てQ ーの- J . 
「おつきなお魚、何してるのよ j
4.3.6 まとめ
(08053000) 
これまで見てきた助詞・助動詞に関する考察を表 7 にまとめた。
表 7.
グループ 助詞・助動詞 ML 認定 4-M カテゴリー
格助詞 ーが，--2'，-(::，ーの J 一律 de 97.8% 外部後期システム形態素
後置詞 で 37.5% 内容形態素?
連結詞 -!:. ; -tIJ de 48.6% ブリッジ後期システム形態素
日文末助詞 一必， -(だ) J (b) ， ーだ、って，ーです L J: ラ 69.7% 内容形態素?
中文末助詞 ーア fι ー店向 -!lJt nι 一野yα など 95.0% 外部後期システム形態素
談話標識 曻. -'6 . -必-;!$ 56.8% 内容形態素?
接続助詞 か ι ，ーた G /-{( G, -!:. ，ーで 45.3% 内容形態素?
時制・相標識 --r:， ーた，ーで((リぷ;ー者 zhe， -i:l gu? 100.0% 外部後期システム形態素
システム形態素原則により、外部後期システム形態素は cs 文の ML 認定における最も重要な要
素とされている。これまでの分析結果から、格助詞、中国語の文末助詞と時制・相標識はほとんど
ML から導入されており、外部後期システム形態素に分類できると考えられる。それに対して、残っ
た他の助詞は ML 認定について問題が生じている。 MLF の4-M モデノレに従えば、これらの助詞は
内容語に属し、 MLF に制約されない。しかし、これらの助詞の性質と機能から見れば内容形態素
と呼ぶことはできな L、。このことから、本研究は4-M モデルの見直しを提案する。
5. 4・M モデルの再検討
以上の考察に基づき、本研究では4-M モデノレの代案として、 4.3.1節の二分法の観点から、 MLF
に関わる機能語を三つのグノレーフに分けた。一つは時制・相標識、日本語の格助詞と中国語の文末
助詞を含む形態素で、中核的機能語 (core functional morphemes) とよぶ。これは基本的に4-M
モデルにおける外部後期システム形態素に相当する。もう一つのグループは文の付加部を構成する
後置詞、連結詞、日本語の文末助詞、談話標識、接続助詞などを含み、周辺的機能語 (peripheral
functional morphemes) と名づけた。
中核的機能語は cs 丈の形態統語レベノレ上の中核的な構造(動詞とそれに関連する項)を構築す
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るので、 MLF に厳格に制約される。中核的機能語を含む CS 文では、しばしば単一の EL 内容語
が MLF に挿入される。一方、周辺的機能語は CS 文の談話レベノレ上の周辺的な構造(付加部と接
続構造など)を構築するので、 MLF にも制約されるが、その制約はそれほど厳しくはなし、。その
ため、周辺的機能語を含む CS 文では EL 島と ML 交替 (ML Alternation) が起きている。
日本語の後置詞「で」と連結詞の「と」、中国語の“的 de" は周辺的機能語として、異なる言語
の内容語と混合的な EL 島をなし、さらに例文 (16) (17) (18) のように MLF に挿入される。(混
合的な EL 島は下線で表示する。)
(16) 今日íJ ラんと ね， Bãobao wãn- で h? n緤. 
I bowl drink milk 
「今日は、 うんとね、お椀でミノレク飲む」
(17) B縊bao shõu 髭衣.と・ zh1. (08072900) 
I collect paper 
「私、絵本と紙を集める J
(18) かわ L 、 l 、 -de xi縊-iI あった. (08011900) 
的 DIM-chick
「かわいいひよこがL 、た」
(22-JAN-2009) 
また、日本語の文末助詞、談話標識、接続助詞などは周辺的機能語として ML 交替が起こる境
界 (boundary) になる。もともと「交替」という概念は Muysken (2000) によって提案された
CS の一つのタイプであるが、 Muysken (2000) は、付加疑問化 (tagging) 、統語的に統合されて
いない談話標識、丈の境界で交替による CS が生じやすいと指摘している。
以下の CS 文では、文末助詞ゆU19) 、談話標識(例20) と接続助詞(例21)の前か後で ML 交
替が見られる。 (ML 交替の境界は I I J で表す。)
(19) ku瀛 chI-w疣 
soon eat-finish 
-le, 
ASPECT 
「もうすぐ食べ終わるでしょう?J 
ーでLょラ? (100927* 他の対象幼児のデータから)
(20) c瀛 -ya, あん￡ク嫌い 6ﾆ-. (100627本他の対象幼児のデータから)
vegetables TOPIC 
「野菜はあんまり好きじゃないもん」
(21) b瀉a y? shìqing ーで， I m緡a shàngxué ーで， I B縊bao qù 保背/ÆI. (11-APR-2008) 
dad have things mom go to school I go 
「パパはお仕事あって、ママは学校行って、私は保育園行く J
また Muysken は交替的 CS に対して、挿入(insertion) タイプの CS も提案している。本研究で
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は、挿入的 cs は中核的機能語に、交替的 cs は周辺的機能語に関わると主張する。
6. 結論、意義と今後の課題
本研究は MLF モデノレという理論枠組みに従いつつ、 4-M モデノレを修正し、日中ノfイリンガノレ
cs 丈における言語的制約を図 3 のように結論づけた。
形態素----内容語 機能語---、、、』
中核的機能語 周辺的機能語
後置詞(付加部)、連結詞
名詞、動詞、 屈折辞(テンス、アスペクト) 日本語文末助詞
形容詞など 格助詞、接語、中国語文末助詞 談話標識、接続助詞
MLF'こ制系ヲ 形態統語的レベル 談話レベル
されない MLF に制約される MLF に制約される
挿入された 単一な EL EL 島&
EL 内容語 内容語挿入 ML 交替
図 3. 日中 cs 文の MLF 制約
言語的制約を上図のように仮定することにより、日中 cs はより的確に説明できる。また、本研
究は MLF モデノレの基本的な原則が、これまで研究されてこなかった日本語と中国語という言語ペ
アにおける cs データに当てはまるという普遍性を証明することができた。さらに、本研究で主張
した機能語の二分法は言語構造における統語論と語用論のインターフェースを反映するので、一般
言語の構造的な分析にも貢献することが期待される。
今後の課題として、まず、 EL 島と ML 交替の特徴をより詳細に検討しなければならないと考え
られる。また、中核的機能語と周辺的機能語の区分を一般言語理論の観点から再検討する必要があ
ろう。さらに、この分類が他のパイリンガノレ言語ペアの cs における言語的制約にも応用できるか
どうか、検討を続けたい。
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論文審査の結果の要旨
本論文は日中パイリンガノレ幼児三名を研究対象とし、三年間に渡り収集した280時間の録音デー
タに基づき、言語習得の初期段階におけるコードスイッチング (Code Switching、以下 CS) の言
語的制約の特徴を明らかにしたものである。
CS とは、ひとつの発話内で言語コードが切り替わることをいう。 CS 発話は普遍的な形態統語論
的制約に従うと考えられているが、従来の分析は主に印欧語族のパイリンガノレコーパスに基づいて
おり、普遍性の検証が急務である。本研究は日本語・中国語の CS の出現するコーパスデータを用
い、現在もっとも有力とされるモデノレ、すなわち Matrix Language Frame Model (以下 MLF モ
デ、ノレ)が日中 CS データにも適用可能かどうかを検討することも本研究の目的に据えた。
考察の対象として、まず、 CS を含む否定文とコピュラ文に焦点を絞り、日中両言語における語
順の不適合性を考察し、語順と文法範曙における不適合は EL (Embedded Language ・埋め込み言
語)から ML (Matrix Language ・基底言語)フレームへの挿入という操作によって解決できるこ
とを示した。また、それにより、 MLF モデ、ノレの正当'性と日中 CS データへの適用可能性を示した。
次に、 CS における機能語に関する制約を検証した。日中両言語に助詞の種類が多く、対象幼児
の発話データの中でも助詞に関わる CS が数多く観察されたからである。考察の結果、 MLF モデ
ノレに修正を加え、助詞を含む機能範轄を中核的機能語と周辺的機能語に分類し直すことで、 CS の
出現位置とそのタイプを的確に記述することに成功している。
このように、本論文は MLF モデルの基本的な原則が、これまで研究されることのなかった日本
語・中国語の言語ぺアにおける CS データに当てはまることを示すことにより、このモデノレが普遍
性の高いものであることを明らかにした。更には、修正したモデルが、日中パイリンガノレ CS 文を
より的確に説明し得るものであることを示すことができた。
最後に、本研究で主張した機能語の二分法は言語構造における統語論と語用論のインターフェー
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スを反映するものであり、一般言語学的な分析にも貢献することが期待される。
以上の通りその研究成果は、本論文の執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と
認める。
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